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協う 日(日）
面河渓は愛媛県でも有数のコケが豊富な場所として知られています。連続する渓流や濡れた岩場、霧立ち

込める湿度の高い林内は、体中で水分をため込むコケたちにとって、とてもすみやすい環境です。今回の

企画展では、面河渓の入口になる面河山岳博物館のまわりのコケを中心に、 くらしやからだなどコケの基

本を紹介します｡博物館の駐車場や石碑､柵､階段に見られるコケたちをそのまま野外展示、そしを久！万
し

羽
塀
Ｌ
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